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鹿児島県伊佐市について
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伊佐市の産業 おいしい伊佐米
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鹿児島の北海道 「氷柱（つらら）」



幅210ｍ 東洋のナイアガラ「曽木の滝」



豊かな自然が育む「芋焼酎」



令和２年・３年に起きた水害について

2年連続の特別警報

《普段の井立田川》



災害発生時の気象データ(令和3年7月10日)
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被災箇所について(一級河川 井立田川)
被災概要（令和3年度）

増水により上流から越水し，その流水による背後からの侵食をうけた
①護岸天端部張りブロック流失（L=５６ｍ）
②土羽護岸の侵食（L=６６ｍ）

①堤防復旧を行い，川表へ張りコンクリート ②コンクリートブロック積での復旧

背後からの
流水

越水



グンバイトンボ －写真－ 環境省カテゴリー：準絶滅危惧

鹿児島県カテゴリー：
絶滅危惧Ⅰ類

大きさは3cm程度で，雄の中・後肢のけい節が白い軍配状の形をしている。
流れが緩やかで水質良好な河川に生息し，水際に植生しているツルヨシなどを好む。



風光明媚な原風景
（グンバイトンボの生息環境）

《施工箇所より直上流》 《施工箇所より直下流》

グンバイトンボの生息地

水際にはヨシ



直下流の固定堰

固定堰
流れが緩やか

生息地
生息地

目標



施工区間と生息区間



有識者の意見を参考

令和4年9月7日 令和4年10月26日

有識者：日本トンボ学会員等



工事に必要となる電力については，生息環境へ
配慮し，発電機を使用せず，直接電柱から引き
込みを行った。



流れが緩やかで水質良好な河川に生息するため，
水替時に発生する排水については，排水ポンプの
ホースを延長し，生息区域の下流側へ放出した。

グンバイトンボ生息域

グンバイトンボ生息域



護岸側面に寄土を行い，水際植生の
早期形成を図った。

出典：美しい山河を守る災害復旧基本方針



現地発生材（玉石）で置石



にごり防止対策（サンドマットを二重配置）

1箇所目

2箇所目



鹿児島昆虫同好会の会員及び愛好家の方々と共に，
近隣の水際部と同様の植生に回復させるため，現地
周辺で採取した植物を水際部へ移植した。

令和5年3月5日



令和５年３月１４日（火） 南日本新聞

新聞記事



経過観察

《下流：対策箇所（寄土・置石）》《上流：未対策箇所》



重要種生息環境の復元

＜目標＞
護岸復旧に併せた水際植生の早期再生

＜課題＞

＜取組＞
濁水対策（排水ホース延伸，サンドマット二重）
発電機不使用，寄土，寄石

＜昆虫同好会の活動＞
水際部への植物移植

＜結果＞
・・・・・・・・・



現在の様子
下流側のグンバイトンボ生息地

・工事完成(令和5年1月）より9ヶ月経過。

・周辺にはヨシ等の植物の回復が見られ，
グンバイトンボの生息環境が戻りつつある。

・鹿児島昆虫同好会の会員より，今年もグ
ンバイトンボを確認できたとの報告あり。

撮影：令和5年9月



経過観察結果

生息環境の早期再生を確認

対策箇所(寄土・置石）未対策箇所

目標である植生の早期回復について，上流側の未対策箇所は荒涼としていることに
対し，対策箇所は明らかに草が繁茂していることが確認できる。
寄土，置石の効果が現れていることが確認出来た。
今後は，植生状況の経過観察を続けると共に，グンバイトンボの生態数の状況など
関係者へ確認していく。



経過観察結果

《下流：対策箇所（寄土・置石）》《上流：未対策箇所》

グンバイトンボの生態数など昆虫同好会の方々に聞いていくことと併せて，
水際部の環境変化に注視し観察していく。



～ 御清聴ありがとうございました ～

グンバイトンボ産卵の様子
提供：鹿児島昆虫同好会 前田氏
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